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実践報告

F・ショパン，全作品の和声分析

“歌曲'，

中山孝史

ＡｎＡｎａｌｙｓｉｓｏｆＨａｒｍｏｎｙｏｆＦ､Chopin,sCompleteWorks：

“Songs，,

ＴａｋａｓｈｉＮＡＫＡＹＡＭＡ

８．SlicznychJropiec（美しき若者）1841年
９．Melodia（メロディー）1847年

１０．Wojak（つわもの）1830年

１１．DwOjakikoniec（二つの死）1845年

１２．Mojapieszczotka（いとしき娘）1837年

１３．Niemaczegotrzeba（無くてはならぬもの

の無く）1845年

１４．Pier§ciefi（指環）1836年

１５．Narzeczony（許婚者）1831年

１６．PiOSnkaLitewska（リトアニアの歌)1831年

１７．Lecili§ciezdrewa(舞い落ちる木の葉)１８３６

年

１８．Czary（魔力）1830年

１９．Ｄｕｍｋａ（ドウムカー寂しき小唄）1840年

以下，歌曲集全19曲の分析結果を示す．

序

本稿ではショパンの歌曲の和声分析を行う．使用

楽譜は“ヘンレ版，，の歌曲集が無いので“パデレフ

スキー版',を採用する．

ショパンの歌曲は作品番号74として17曲，作品番

号無しで遺作の２曲，合計19曲存在する註')．但し，

“パデレフスキー版”にある曲集の配列は作曲年代

順では無いので以下曲名と作曲年を示しておく．
●

１．Zyczenie（乙女の願い）1829年

２．Wiosna（春）1838年

３．Smutnarzeka（悲しみの川）1831年
め

４．Hulanka（浮かれ女）1830年

５．GdzielUbi…（好きな場所）1829年

６．Preczzmoichoczu（消え失せろ）1830年

７．PoseJK使者）1830年
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F・ショパン，全作品の和声分析"歌曲”
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注目すべき所は第９番の「メロディー」の中にある．

第16小節から第17小節の減七の和音の読み変えによ

るエンハーモニック転調，又第２3小節の増三和音の

読み変えによるエンハーモニック転調，そして第３７

小節の属七の和音の読み変えによるエンハーモニッ

ク転調等はこの短い歌の中にショパンの転調の特長

を見いだす事ができる．しかし，何よりも見逃す事

ができない転調がある．それは第40小節から第41小

節へのクロマティヅク転調である．

結び

以上で歌曲全19局の和声分析を終わる．形式的に

見ると殆どの歌曲が有節形式で作られていて通作形

式で作られているのは第９番の「メロディー」と第

17番の｢舞い落ちる木葉」（但し最後の２節は冒頭の

レチタティーヴォを除いた２節の反復から成ってい

るので三部形式ともとれる.)のみであり，和声的に

もその形式的な単純さ，素朴さを受け継ぎ簡素な和

声進行に終始している．彼のピアノ曲で見せる多彩

な変化和音や，転調の妙は見る事ができない．但し，

－８８－



F､ショパン，全作品の和声分析"歌曲'，

謹言=＝晨巨＝
註

…Ｉ
１）“パデレフスキー版”ではOp74として17曲（Nrl～Ｎｒｌ７

として番号づけしてある)Nrl8にCzarypNrl9にDumkaを

配列してある．

２）この小節は高音部譜表上のメロディーだけであるが分散

和音で樹成されているので和音記号を示す．第73小節も同

様．

３）Ossiaとして；;が示されている．

４）第１拍と第２拍の高音部譜表上にメロディーがあるだけ

であるが,そのメロディーは分散和音で構成されていて１２

と認められる．

５）この和音は実際の所筒和音として和音記号を示す必要が

無いかも知れないが，Ｉの和音への俺和音として使用され

る機会が多く，この和音をもはや独立和音と見なし適当な

記号化が必要であるという筆者の主張をふまえてあえて示

しておく．

６）Ｅ音（異名同音ではFes音）カォ省略されている．

７）第４拍目以降は経過和音とする．

８）"島岡和音，,では偶成和音として｜Ⅱ;｜と示してあるが偶

成和音に対する筆者の態度，結論は全作品分析後に言及す

るつもりなので通常の和音記号で示す．

９）経過和音であり，記号化は現在の所しない．

10）和音としてはⅡ;→Ⅱ;であるが第２拍目のBass音Ｄを生

かしてⅣ+６とする．

11）高音部譜表上のFis音はGes音であるべき所．

12)この和音は次の和音Vアヘの減七の和音による筒和音であ

るが，とりあえず和音記号は示したがこの種の和音記号は

次の和音とは何ら関係ない記号が生じるので，別の記号が

必要となろうが，現時点では問題提起だけに留めておく．

13）第51小節から第66小節まで，歌唱部及びピアノパートの

右手部分はＥＳ音のオステイナートが続き左手部分にメロ

ディーラインが対応するという非常にシンプルな作法から

成っているが，そこには和音としてもその動きは読み取れ

るので示した．

14)この小節前半2拍分は前小節からの認Cesdurの｡ｊｈの
和音になるが，この減七の和音はここではFdurのＶ７の和

音の俺和音となっている．事実ここでは減七の和音を利用

したエンハーモニッ夕転調が生じている訳であるが註13）

でも指摘した通りＶ７への減七の和音の俺和音は現在の所

記号化を決定していないのでここでは省略した形をとらざ

るを得ない．

曰＝面
＝

￣￣￣.■■■
■■■■■ﾛ■■■■■■■

ソプラノＦ音は半音上行してFis音に，アルト、音

は半音上行して,is音に，テノールAs音は半音上行

してＡ音に,パスC音は半音下行してＨ音にと四声部

全ての音が半音変化してcmollのⅡ;からｅmollのＶ７

へと転調している．クロマテイック転調を理論的に

言えばある一つの三和音，四の和音等の各音を単数

又は複数半音変化させる事によって新しい調の和音

に変化し，転調がそこで行われたという事である．

その場合変化音が一つか，二つか，又三つかで調関

係の近さ，遠さが決定される事になる．例えばＣｄｕｒ

で考えて見よう．Ⅱの第３音が半音上行する事によ

ってＧｄｕｒ(属調）のＶに変化するし，mの第３音が

半音上行する事によってａｍｏｌｌ（平行調）のＶに変

化するし，Ｉの第３音が半音下降する事によってｃ

moll(同主調)のＩに変化するし，Ｉの根音が半音上

行する事によって。ｍｏｌｌ（Ⅱ度調）又はＤｄｕｒ（属調

の属調)の)77へと変化する．これらは三和音の三つ

の音の一つだけ半音変化させる事によって得られる

クロマテイック転調の例である．まだショパンの全

作品を分析しての結論ではないがこれらの転調はよ

く見られる転調ではあるといえよう．又Ⅶの第３音

と第５音を半音それぞれ上行させる事によってｅ

ｍｏｌｌ（皿度調）又はＥｄｕｒ（平行調の属調）のＶに変

化する．これは三和音の三つの音の二つを半音変化

させる事によるものである．この例は前者群と比較

すると数は少ないのではないであろうか．いずれ全

作品を分析した後稿を改めてクロマテイック転調に

ついて論じて行くつもりである．

こういった意味で「メロディー」の中のこのクロ

マティック転調は四の和音の四つの全ての音を半音

変化する事によって生じた珍しいものとなるかも知

れない．

－８９－


